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RTK-GNSSを用いた出来形管理の試行

－説明項目－

•
 

GNSSを用いた出来形管理の仕組み

•
 

試行現場での実施項目と役割分担

平成２１年度
 

現場説明会

施工技術総合研究所
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■GNSSを利用した出来形管理の仕組み
設計図面に含まれる基本設計情報

X
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Z

世界測地系

平面線形データ
縦断線形データ
横断データ

取得点座標データ

現場で取得される出来形データ

設計値と比較

該当する断面を算出

ＮＯ.１＋19.889

ＢＰ（x,y）

ＥＰ（x,y）

基準局

GNSS用
データコレクタ

移動局
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基本設計情報

 
（XML形式）

データコレクタ

または電子野帳

RTK-GNSS

②出来形管理用

 
RTK-GNSS

パソコン
（①設計情報作成

ソフトウェア）

出来形帳票（PDF形式）

パソコン
（③出来形帳票作成

ソフトウェア）

基本設計情報

 
（XML形式）

出来形計測情報

 
（XML形式）

出来形計測

（出来形計測情報作成） 出来形帳票作成基本設計情報作成

■出来形管理のシステム構成全体図
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工種 測定項目 規格値(㎜) 測定基準 測定箇所 

基準高 ▽ ±50 

ℓ＜5m -200 法 

長 ℓ≧5m 法長-4％ 

掘削工 

  

施工延長 40ｍ（測点間隔

25ｍの場合は 50ｍ）に
つき１箇所、延長 40ｍ
（又は 50ｍ）以下のもの

は１施工箇所につき２箇
所。基準高は掘削部の両
端で測定。 

ℓℓ

 

基準高 ▽ -50 

ℓ＜5m -100 法 

長 ℓ≧5m 法長-2％ 

盛土工 

幅 W1、W2 -100 

施工延長 40ｍ（測点間隔
25ｍの場合は 50ｍ）に

つき１箇所、延長 40ｍ
（又は 50ｍ）以下のもの
は１施工箇所につき２箇

所。基準高は各法肩で測
定。 

W1

W2

ℓ
ℓ

ℓ

W1

W2

ℓ
ℓ

ℓ

 

 

■出来形管理基準及び規格値（掘削工・盛土工）
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：３次元座標取得箇所：管理断面上の計測点
ただし、管理断面±10cm以内で計測が判断の目安

±
10

cm
以
内

20m間隔の測点

あるいは変化点

法長は自動的に算出される

• 管理断面の３次元座標値から、２点間の距離より法長（斜距離）・幅（水平距

 離）を計算し、設計値と比較する。

• 標高値はそのまま管理断面の値として利用する。

■現場での出来形計測方法
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初期化計測計測

■GNSS出来形管理の計測手順

既知点

既知点

初期化計測

較差

X座標

 

20mm
Y座標

 

19mm
Z座標

 

2６mm

OK!

出来形計測前
 

既知点確認出来形計測

基準局

出来形

 
計測

出来形計測

X座標

 

-88345.213
Y座標

 

3421.1849
Z座標

 

165.231

記録

出来形

 
計測

移動局

出来形

 
計測

出来形

 
計測

計
測
距
離
10
0m
～
20
0m

出来形計測後
 

既知点確認

5
0
0
m

較差

X座標

 

20mm
Y座標

 

19mm
Z座標

 

26mm

OK!

較差

X座標

 

20mm
Y座標

 

19mm
Z座標

 

26mm

OK!

初期化実施既知点確認初期化実施

出来形計測値

採用

出来形計測値採用

初期化実施

既知点確認

出来形計測実施

初期化実施

既知点確認

較差
X,Y座標20mm
Z座標30mm
以内か？

較差
X,Y座標20mm
Z座標30mm
以内か？

既知点確認

較差
X,Y座標20mm
Z座標30mm
以内か？

出来形計測値採用

NO

NO

NO

YES

YES

YES

初期化時の観測

 
環境を確認する。

使用衛星の変化

 
によるドリフト

 
を確認する。

初期化時、計測

 
時の観測環境を

 
確認する。
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■GNSSを利用した出来形現地確認画面
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計測線上を移動しなが

 ら計測

基準局

■出来形計測（GNSS）

移動局
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出来形計測情報

基本設計情報
パソコン

（出来形帳票作成ソフト）

■出来形管理帳票の作成
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• 測量作業の準備が不要
→測量作業の効率化

• どの位置でも設計値との対比が可能
→出来形確認の迅速化

• 紙面の図面作成の手間を軽減
→施工管理の省力化

• 他の情報化機器との連携した運用

 （MC/MGの基準点の共有）

→情報化機器の有効活用

施工業者

• 立会い結果の早期把握

• ３Ｄデータを利用した数量算出

• ３Ｄデータを利用した住民説明

• 検査時の判断支援

各計測ツールにおける計測工数（6断面/24点相当）

0 20 40 60 80 100 120 140

GNSS計測結果

TS計測結果

レベル・巻尺計測

各
計

測
ツ
ー
ル

計測工数（人・分）

基準局設置

ローカライゼーション

計測

レベル

巻尺

■導入効果の例
発注者
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■試行現場での実施項目と役割分担

現場出来形完了

帳票
作成

出来形
計測立会い

出来形
計測立会い

机上
検査

任意で現場
立会い

チェックシート
及び机上でチェック

（TS出来形管理を実施している場合は不要）

システムの手配（GNSS）

アンケート調査（国総研）現場説明会

GNSS
出来形計測

ソフトウェアへ
データ転送

出来形
確認

【サポート】国総研

全
員

工
事
請
負
業
者

監
督
職
員

検
査
職
員

基本設計情報の作成
（TS出来形管理と同じデータを利用）
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実施項目

担当

備考
施工者 監督員

国総研
/CMI

1）現場説明会の実施

 
現場試行実験実施内容を請負業者・監督

 
職員に説明する。機器の機能概要を模型を

 
用いて説明する。

○

2）機器・アプリケーションの取扱説明

 
現場導入機器、アプリケーションの取り扱い

 
説明をする。現場設計資料を入手して、設

 
計データの作成補助をする。

○
試行実験実施期間中、請負者の補助は施

 
工総研およびメーカが随時実施する。

3）現場導入機器による出来形管理

 
導入機器およびGNSS出来形管理要領に従

 
い、出来形管理を実施する。

○
現場

サポート

請負者は、現行管理との2重管理を実施す

 
る。

4）出来形監督・検査

 
GNSS出来形管理要領、監督検査マニュア

 
ルに従い、出来形監督・検査を実施する。

○ ○
請負者・監督職員は、現行管理との2重管

 
理を実施する。

5）現場請負者・監督職員ヒアリング

 
GNSS出来形管理・監督検査実施後、要領案、

 
監督検査マニュアル、導入機器に対する意見

 
徴収を請負者・監督職員に実施する。

○ ○ ○ 請負者・監督職員は、別々に実施する

↑現場＿計4回（予定）

■試行現場
 

実施内容と役割分担



実施年月
平成２１年度

10月 11月 １２月 １月 ２月 3月

実施内容
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出来形管理、監督・検査

現場説明会

ツール習熟・設計データ作成

請負者・監督職員ヒアリング

■概略スケジュール（案）
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平面図

CL

標準横断図

100mm

１
：１
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縦断図
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床を基準面とする

R=1m

模型の

 範囲
CL

拡幅部横断図

100mm

１
：１ １
：１

50mm

点名 X Y Z

ＢＰ 0.371 -0.1845 0.098

KA1 0.230 0.806 0.098

KE1 0.230 1.365 0.098

KE2 0.405 1.842 0.098

KA2 0.827 2.211 0.098

ＩＰ 0.1039 1.6886 0.098

EP 0.8226 2.2115 0.098

ク
ロ
ソ
イ
ド

A
1=0.75

ク
ロ
ソ
イ
ド

A2=0.75

NO.

NO.

■模型を使ったデモ


	RTK-GNSSを用いた出来形管理の試行
	■GNSSを利用した出来形管理の仕組み
	■出来形管理のシステム構成全体図
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14

